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本
報
告
の
課
題
は
近
代
日
本
の
都
市
に
お
け
る
天
然
痘
の
発
生

と
種
痘
の
関
係
を
統
計
デ
ー
タ
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
報
告
者
は
第
一
○
四
回
総
会
の
一
般
演
題
「
日
本
に
お
け
る

法
定
伝
染
病
の
分
析
（
二
）
」
で
一
九
○
○
年
以
降
の
天
然
痘
と

種
痘
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
衛
生
局
年
報
』
を
用
い
て
府
県
別
に

検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
次
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
二

○
世
紀
以
降
の
日
本
に
お
け
る
天
然
痘
の
流
行
は
大
都
市
で
主
に

発
生
し
て
い
た
こ
と
。
次
に
一
九
一
○
（
明
治
四
三
）
年
一
月
の

種
痘
法
施
行
を
境
に
「
種
痘
率
」
、
「
善
感
率
」
と
も
に
上
昇
し
、

一
九
二
○
年
代
に
は
第
一
期
種
痘
義
務
者
に
お
け
る
免
疫
獲
得
率

が
全
国
的
に
極
め
て
高
い
レ
ベ
ル
へ
達
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る

（
一
九
二
四
年
段
階
で
八
三
・
九
％
）
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏
ま
え

て
、
天
然
痘
の
発
生
は
も
は
や
種
痘
状
況
の
優
劣
で
は
な
く
、
都

23

近
代
横
浜
に
お
け
る
天
然
痘
・
種
痘
統
計

の
分
析

市

川

智
生

市
化
に
よ
る
人
口
集
中
や
外
地
と
の
往
来
増
加
と
い
っ
た
「
社
会

的
要
因
」
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
提
示
し

た
。
本
報
告
で
は
横
浜
を
事
例
と
し
て
天
然
痘
の
発
生
が
ど
の
よ

う
な
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
に
迫
る
も
の
と
す

る
。

近
代
の
横
浜
に
お
け
る
天
然
痘
・
種
痘
に
か
ん
し
て
は
、
内
海

孝
編
「
横
浜
疫
病
史
ｌ
万
治
病
院
の
百
十
年
ｌ
」
（
横
浜
市
衛
生
局

一
九
八
八
年
）
、
三
杉
和
章
・
杉
田
暉
道
編
「
横
浜
と
医
学
の
歴

史
』
（
横
浜
市
立
大
学
一
般
教
育
委
員
会
一
九
九
七
年
）
が
言
及
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
主
に
一
八
七
○
年
に
お
け
る
天
然
痘
の
大
流

行
と
そ
れ
に
伴
う
種
痘
の
導
入
過
程
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
後

の
状
況
に
つ
い
て
は
充
分
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
「
〔
大

正
期
に
は
〕
さ
す
が
に
天
然
痘
の
発
生
は
減
少
し
、
外
来
伝
染
病

の
色
を
濃
く
し
て
く
る
」
、
「
〔
明
治
中
頃
に
な
る
と
〕
種
痘
も

大
々
的
に
実
施
さ
れ
た
」
と
い
っ
た
結
論
は
実
証
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
。
横
浜
に
お
け
る
行
政
文
書
が
震
災
・
戦
災
に
よ
り
焼
失

し
て
い
る
と
い
う
事
情
は
あ
る
が
、
以
下
に
掲
げ
る
資
料
に
よ
り

実
態
は
充
分
判
明
す
る
。

基
礎
資
料
と
し
て
『
神
奈
川
県
統
計
書
」
（
一
八
九
○
年
～
）
、
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『
横
浜
市
統
計
書
』
（
一
九
○
三
年
～
）
に
掲
載
さ
れ
た
現
住
人
口
、

伝
染
病
、
種
痘
に
か
ん
す
る
統
計
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
。
こ
れ
に

よ
り
郡
市
別
及
び
市
内
各
町
村
別
の
罹
患
・
種
痘
の
状
況
が
判
明

す
る
。こ

こ
で
簡
単
に
見
て
お
く
と
、
一
九
○
八
（
明
治
四
一
）
年
の

流
行
で
は
県
内
で
六
七
七
名
の
罹
患
者
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
う

ち
の
六
三
・
五
％
（
四
三
○
名
）
が
横
浜
市
内
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
市
内
で
は
「
関
内
方
面
」
で
ほ
と
ん
ど
罹
患
者
が
な
か
っ
た
の

に
対
し
、
「
元
町
方
面
」
及
び
「
不
老
町
方
面
」
で
は
三
○
七
人

（
市
内
の
七
一
・
四
％
）
の
発
生
が
あ
り
、
激
し
い
地
域
格
差
が
存

在
し
た
。
ま
た
種
痘
に
か
ん
し
て
は
、
神
奈
川
県
全
域
の
第
一
期

義
務
者
免
疫
獲
得
率
を
み
る
と
一
九
○
四
（
明
治
三
七
）
年
で
六

一
・
六
％
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
で
は
八
八
・
三
％
と
な

っ
て
お
り
、
流
行
が
発
生
す
る
地
域
で
も
種
痘
状
況
が
他
地
域
よ

り
劣
悪
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
種
痘
法
施
行
後
の
免
疫
獲
得
率
上

昇
も
明
ら
か
に
な
る
。
市
内
に
限
定
し
た
場
合
で
も
、
第
一
期
種

痘
が
一
九
一
○
年
に
お
い
て
約
一
万
名
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
当
該
年
の
出
生
数
が
約
五
千
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

（
種
痘
法
に
お
け
る
第
一
期
種
痘
の
義
務
は
出
生
後
一
年
六
ヶ
月
以

内
）
、
県
内
で
も
横
浜
市
域
は
種
痘
状
況
が
比
較
的
高
い
レ
ベ
ル

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
都
市
化
し
た
横
浜
に
お
い
て
は

特
有
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば

一
九
○
二
年
、
一
九
○
三
年
の
種
痘
は
「
百
斯
篤
発
生
ノ
タ
メ
両

年
ト
モ
秋
季
ノ
種
痘
ヲ
施
行
セ
サ
リ
シ
」
た
め
種
痘
を
受
け
た
人

員
は
通
例
の
半
数
以
下
と
な
っ
た
し
、
一
九
○
八
年
に
は
「
天
然

痘
流
行
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
臨
時
種
痘
所
ヲ
各
所
二
設
ケ
接
種
シ
タ

リ
。
其
人
員
合
計
二
十
四
万
七
千
二
百
五
十
九
人
ナ
リ
」
と
い
う

よ
う
に
定
期
種
痘
以
外
に
免
疫
状
況
を
変
化
さ
せ
る
要
因
が
存
在

し
て
い
た
。
（
こ
の
よ
う
な
統
計
資
料
の
限
界
は
『
横
浜
貿
易
新
聞
」

を
始
め
と
す
る
新
聞
資
料
が
補
完
す
る
で
あ
ろ
う
。
）

横
浜
に
お
け
る
天
然
痘
と
種
痘
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
初

め
て
、
先
に
述
べ
た
「
社
会
的
要
因
」
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
終
的
に
は
、
横
浜
に
お
け
る
天
然
痘

が
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
輸
入
感
染
症
で
あ
っ
た
の
か
、
一

定
の
地
域
内
で
罹
患
者
が
再
生
産
さ
れ
る
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
も
の

で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ブ
（
》
○

（
横
浜
国
立
大
学
国
際
社
会
科
学
研
究
科
）


